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i番目の素子の状態をsiとするosiは +1(発火状態 )と-1(休止状態 )の2つの状態
をと｡得るo j番目の細胞はシナプス結合を通じてKij(∫j+1)の信号をi番目に伝えるo
i番目の素子はすべての信号の和と自らの臨界値を比較して次の時間の状態を決定する,即ち
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計算結果を位相のパターンと振動数のパターンで表わした｡計算の最終時刻 と2で位相が0
と76の間にある格子点に+印をっけた図を位相パターンとよぶ.各振動子の振動数を位相の平
均増加率 (¢i(t2)-¢i(il))/ (t2-il)で定め,隣 りの振動子の振動数と十分近 く,同期
していると判断した時,その格子点間をボンドでつないで作った図を振動数パ ターンとよぶ｡.I
図Ⅰは｡-盲 , a,iは分散 1のガウス乱数,K-2･6 のシミュレー ションの結果であるo
サイズは96×96で周期境界条件を使ったo ト 1, ト 2, ト 3はパラメータやa)iは同
じで,初期条件だけがちがう計算の結果を示している｡aが振動数パターンで,同期 したクラ
スターを表わしている｡ bが位相パ ターンで,同期 したクラスター内では渦巻きや同心円状に
なっている｡ 初期条件によって, 引き込みかたが大きく異なるのが特徴的である｡
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